
大気圧プラズマを用いた滅菌  

 

これまで医療分野では，エチレンオキサイドガス(EOG)，電子線やガンマ線，高圧蒸気などによ

る滅菌法が使われてきた。しかし，近年はプラズマを利用した滅菌技術の開発が注目され，国内外

で研究が進められている。その中で，プラズマ照射によって細菌が滅菌されることは確認されてい

るが，その機構に対する理解が不十分である。また，大気圧下で生成されるプラズマの計測も並行

して行う必要があり，大気圧プラズマによる滅菌については究明されるべきことが多くある。 

 

本研究の目的は滅菌機構の解明にある。コロニーカウント法，発光分光法，X 線光電子分光法(XPS)

を用い，プラズマの状態と殺菌効率の関係を調べている。 

 

 


